
Ⅰ　基本情報

指定単位

施設数：4

複数施設を一括指定の場合、その理由：ジャンプ場は競技ランク（ラージ、ノーマルなど）別に整備し
ているが、利用調整などは一体で行う必要がある。また、ミュージアムについては大倉山再整備計画
により建設された関連施設であり、利用のされ方なども一体不可分の要素が高い。

２　指定管理者

名称 株式会社　札幌振興公社

指定期間 平成30年4月１日～令和5年3月31日

募集方法
公募

非公募の場合、その理由：

目的

オリンピック及びパラリンピックの歴史と価値並びに冬季オリンピック開催都市としての栄誉と功績を
後世に継承するとともに、広くウィンタースポーツに関する興味と理解を深める機会を提供し、もって
オリンピック及びパラリンピックの理念を広く伝えるとともに、ウィンタースポーツの普及振興に寄与す
る

事業概要

(1)オリンピック及びパラリンピック、冬季オリンピック札幌大会等本市で開催されたウィンタースポー
ツの国際大会並びにウィンタースポーツに関する資料の収集、保管及び展示
(2)オリンピック及びパラリンピック並びにウィンタースポーツに関する資料の収集、保管及び展示
(3)ウィンタースポーツの疑似体験装置の展示
(4)その他ミュージアムの設置目的を達成するために必要な事業

主要施設 展示ゾーン、体感・体験ゾーン、競技情報ゾーン、ウィンタースポーツシアター、多目的ホール、ライブラリー

名称 札幌オリンピックミュージアム 所在地 中央区宮の森

開設時期 平成12年4月 延床面積 5034.43㎡

目的 ジャンプ競技に対する市民の理解を深めるとともに、ジャンプ競技の普及振興及び競技力の向上を図る

事業概要 ジャンプ競技の場の提供

主要施設 ミディアムヒルジャンプ台、スモールヒルジャンプ台、スロープカー、ロッジ、審判棟、スロープカー車庫

名称 札幌市荒井山シャンツェ 所在地 中央区宮の森

開設時期 平成15年11月 延床面積 254.78㎡

目的 ジャンプ競技に対する市民の理解を深め、ジャンプ競技の普及振興及び競技力の向上を図る

事業概要 ジャンプ競技の場の提供

主要施設 ノーマルヒルジャンプ台、特殊索道、運営本部

名称 札幌市宮の森ジャンプ競技場 所在地 中央区宮の森1条18丁目

開設時期 昭和45年12月（平成17年改修） 延床面積 664.31㎡

主要施設 ラージヒルジャンプ台、運営本部棟、ミュージアム棟、スタートハウス棟、エスカレーター棟、審判棟

名称 札幌市大倉山ジャンプ競技場 所在地 中央区宮の森

開設時期 昭和45年12月（平成11年12月改修） 延床面積 8658.19㎡

指定管理者評価シート

事業名 ジャンプ競技場等運営管理費 所管課（電話番号） スポーツ局スポーツ部施設課（211-3045）

１　施設の概要

目的 ジャンプ競技に対する市民の理解を深め、ジャンプ競技の普及振興及び競技力の向上を図る

事業概要 ジャンプ競技の場の提供
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Ⅱ　令和２年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ｶﾞｿﾘﾝ・軽油使用量の削減 9,494 2,626
27.7%

△ 72.3%

事務用紙使用量の削減 103,455 177,500
171.6%

71.6%

△ 1.2%

水使用量の削減 14,896 13,742
92.3%

△ 7.7%

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 管理方針に基づき、
ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技への関
心及び競技力の向
上やｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ
の普及と振興に努
めた。

札幌市ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場等の設置目的、目指す成果を踏ま
え、また平成18年から10年を超える指定管理者として
の経験を活かし、管理運営業務に関する基本方針を策
定した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

仕様書に基づき施設等の利用に関する業務について
は、庶務係を窓口として適正かつ平等に遂行した。

管理運営方針に
基づいて業務を適
正に遂行してい
る。
新型コロナウイル
ス感染症の感染
対策の一貫とし
て、来場者に利用
申込書を記入して
もらっているため
紙使用量は大幅
に増加している
が、その他の項目
は環境配慮につ
いて継続して取り
組んでおり、評価
できる。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進 各社員が環境への
配慮を意識して取り
組んだ。R2年度は
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響による休
業で電気・水使用量
が減り、燃料につい
ては前年度の人工
降雪機稼働がな
かったことから大幅
に減ったものの、紙
使用量は来場者記
入用の施設利用申
込書を印刷するよう
になったことで8月
の施設無料ｷｬﾝﾍﾟｰ
ﾝの影響により増え
た。今後も目標達成
に向け継続して削
減に努めていきた
い。

平成19年5月にHES（北海道環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑｽﾀﾝﾀﾞｰ
ﾄﾞ）を認証し、当社で管理する施設や様々なｻｰﾋﾞｽ等か
ら発生する環境に関わる影響を低減するため継続して
環境改善活動に取り組んでいる。

項　目 H31実績 R2実績
前年対比

削減率

電気使用量の削減 1,326,702 1,310,667
98.8%

業務の範囲

【ジャンプ競技場】
(1)施設の維持及び管理
(2)施設を使用に供すること
(3)ジャンプ場条例第１条に規定する設置の目的を達成するために必要な事業
(4)使用承認等に関すること
(5)大型映像車の運行に関すること
(6)上記各業務に付随する業務
【ミュージアム】
(1)施設の維持及び管理
(2)ミュージアム条例第２条各号に掲げる事業の計画及び実施
(3)ミュージアム条例第１３条に掲げる資料の貸出し
(4)使用承認等に関すること
(5)上記各業務に付随する業務

３　評価単位

施設数：4

複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の管理主体が管理を行っており、ひとつの基準で管理
を行っているため
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▽　財務（資金管理、現金の適正管理） 適正かつ明確に資
金や現金管理の徹
底に努めた。

指定管理業務と他事業の経費を明確に区別し、社内外
からの監査を受け適正に管理している。
現金管理責任者を定め管理ﾁｬｰﾄに基づいた、取扱い・
保管を行い、適正に現金・金券等を管理している。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、
受託者への適切監督、履行確認）

業務計画に沿って
適正な再委託を
行った。

軽微なものを除き計画に基づき適正な業務委託を行っ
た。
また、委託先への適切な指示、連絡等により、仕様書
に基づいて適正かつ確実に業務が遂行された。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

協議会開催計画に
基づき行い、情報の
共有や問題の改善
に積極的に取組ん
だ。
次年度以降も関係
機関と連携を図り、
円滑な運営に努め
ていきたい。

札幌市や関係団
体との協議につい
ても定期的に実施
し、問題点の共
有、改善に向けて
努力している。
特に、利用者の代
表となる競技団体
との調整は重要で
あるが、適切に対
応を行っている。

開催日 協議・報告内容

7/10 荒井山ｼｬﾝﾂｪ利用者連絡協議会

1/29
第3回札幌市ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場等運営協議会
10月～12月までの業務報告（施設利用状況
等について）

3/25

第4回札幌市ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場等運営協議会
1月～3月までの業務報告（施設利用状況等
について）

＜協議会ﾒﾝﾊﾞｰ＞

札幌市ｽﾎﾟｰﾂ部及び大倉山事業部担当者

＜協議会ﾒﾝﾊﾞｰ＞

 札幌市ｽﾎﾟｰﾂ部、札幌ｽｷｰ連盟理事、
 札幌ｼﾞｬﾝﾌﾟ少年団役員、大倉山事業部担当者

7/12
第1回札幌市ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場等協議会
4月～6月までの業務報告（施設利用状況等
について）

11/6
第2回札幌市ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場等運営協議会
7月～9月までの業務報告（施設利用状況等
について）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組 今後も社員全員で
更なるｻｰﾋﾞｽ向上を
目指し、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等
の中で問題の改善
に努めていきたい。

職場ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを適宜行い、業務の問題点や改善・ｻｰﾋﾞ
ｽの向上等について意識の統一や情報の共有に努め
た。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事
者の確保・配置、人材育成）

計画に沿った組織
体制を整えられるよ
う、欠員等が生じた
場合は人事異動や
新規採用により適
正な社員配置に努
めた。また、法令を
遵守しよりよい雇用
環境を確保した。

職員配置につい
ても計画書に基づ
いた人員配置を
行っており、研修
等を実施すること
でサービス水準の
維持向上に努め
ていると言える。

統括責任者を事業課長と定め、管理運営業務を統括し
業務の適正・効率化を図った。
計画書に基づいた人員配置に努め、欠員が生じた場合
は新規採用により人員を確保した。
教育・研修計画に基づき研修等を実施した。
ＡＥＤ取扱いを含めた普通救命講習を実施し救急事態
での対応に備えた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

業務計画書に沿っ
た適正な施設・設備
の維持管理に努め
た。次年度以降も継
続して関係各所と
連携の下、業務を
遂行していきたい。

施設及び設備の全般の機能を良好に維持するため、
札幌市ジャンプ競技場等管理運営業務仕様書に基づ
いて作成した業務計画書のとおり適切に業務を遂行し
た。
なお、軽微なものを除いた特殊性のある業務について
は再委託計画に基づき業務委託した。
※委託業務の内容については、別紙１のとおり

▽　防災 今後も防災計画に
基づき安全・危機管
理対策に努めてい
きたい。また、社員
の更なる防災意識
を高めるような訓練
を実施していきた
い。

防災計画を策定し、計画に基づいた消火、避難誘導訓
練を消防設備関連業者指導の下実施した。（5月・3月）
災害や機械故障を想定し、索道救助訓練を実施した。
（5月）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上 適切な労務管理に
努めた。

就業規則、勤務時間を順守し、時間外労働にあたって
は36協定での取決めを定め届出をした。
雇用にあたっては社会保険、労働保険への加入を行い
必要に応じ届出をした。
全ての社員に対し1年に1回の定期健康診断の受診を
実施した。
なお、労働基準監督署からの指導等は受けていない。

法令を遵守し、雇
用環境の維持向
上に努めていると
評価できる。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上へ
の配慮、連絡体制確保、保険加入）

計画に沿った管理
運営の中で、個人
情報の保護や管理
施設にAEDを設置
するなど、今後も慎
重かつ安心・安全な
施設運営を構築し
ていきたい。

計画に沿い、適正
な施設の維持管
理を行い、利用者
の安全管理にも
十分配慮してい
る。
また、防災や危機
管理対策につい
ても、緊急時への
備えを整え、災害
等を想定した訓練
についても適切に
行っている。

利用者の安全確保については、施設の巡回警備による
安全確認や職員の巡回により危険箇所の早期発見に
努めた。
施設賠償保険の他、各種ｲﾍﾞﾝﾄ時は参加者等の万が
一の怪我、事故に備え別途傷害保険に加入している。
また、事故や急病人の発生に備えて、各施設（4施設）
に設置したAEDの点検等を行うとともに、その使用につ
いてAED講習
も実施した。（12月）
平成17年6月に定めた「個人情報の保護に関する方
針」に基づき、細心の注意を払って、保有する個人情報
の保護に努めた。
拾得物等の取扱いについては、適正に対処した。
連絡体制の確保については、各施設へ必要な連絡先
を掲示した。
また、緊急時連絡先を事務部内に掲示し緊急時に備え
た。

▽　要望・苦情対応 お客様からの意見・
要望については、可
能な限り対応しｻｰ
ﾋﾞｽ向上に反映し
た。

要望等について
は、来場者のアン
ケートのみなら
ず、連絡調整会議
等の機会におい
て競技利用者の
声を聴取し、出来
る限りの対応を
行っている。

利用者、その他市民からの意見、要望を受けた場合は
誠意をもって対応している。
指定管理業務と関わりのない市政に関する要望等につ
いては、札幌市へ速やかに報告している。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評
価の実施）

過年度の事象の実
施状況や経緯・経
過を分析・検証する
などして、的確・迅
速な対応に努めた。

ｱﾝｹｰﾄの結果を受けて、意見や要望を検証し、管理運
営の改善に反映させている。
ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技関係先からの要望や意見を受けて、対応す
るように努めた。
札幌市の検査依頼、報告事項等については、速やかな
対応に努めた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

札幌オリンピック
ミュージアムを運
営する中で、来館
者へのオリンピッ
クの理念を伝えた
ほか、北海道オー
ル・オリンピアンズ
の拠点を設置し、
来館者とオリンピ
アン・パラリンピア
ンが交流できる体
制を整えている。
ウィンタースポー
ツの普及振興だ
けでなく、収蔵品
の調査・研究等に
も積極的に取り組
んでいる。
また、オリ・パラ教
育では、授業内容
を最適化するた
め、講師や学校と
事前に調整を行
い、学習効果が上
がるような工夫に
努めている。この
ほか、ＯＭＮ加盟
を機に、総会及び
ワークショップに
参加し、海外の
ミュージアムにも
活動内容を伝え、
評価を得ている。
今後もオリ・パラ
教育の拡大や収
蔵品の調査・研究
等、更なるオリン
ピックパラリンピッ
ク及びウィンター
スポーツの普及振
興事業の実施に
期待する。

（4）事業の計
画・実施業務

▽　オリンピックパラリンピック及びウィンタースポーツの
普及振興、調査研究に関する業務

R2年度は、新型ｺﾛ
ﾅｳｲﾙｽ感染症の影
響を強く受ける状況
の中で、計画してい
たｲﾍﾞﾝﾄや展示会の
ほとんどが中止と
なった。
H29年度から開始し
たｵﾘ・ﾊﾟﾗ教育は1
学期の実施が中止
となったため、昨年
度の61校から53校
に減少した。講師と
して招いたｵﾘﾝﾋﾟｱ
ﾝ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝと講演
内容の調整やｽﾗｲ
ﾄﾞの作成を行うとと
もに、各学校からの
希望に合わせた学
習となるよう、学芸
員と教諭が密に連
絡をとるようにし、
好評価を得た。
次年度以降につい
ては、ｽﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱ
ﾑの連携によるｽ
ﾎﾟｰﾂﾚｶﾞｼｰの継承・
啓発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄなど
の場を活用し、日本
にあるｽﾎﾟｰﾂ関連
のﾐｭｰｼﾞｱﾑ等との
連携を深めること
で、ｵﾘﾝﾋﾟｽﾞﾑの理
念を市民により広く
伝え、札幌へのｵﾘﾝ
ﾋﾟｯｸ招致に向けた
機運醸成につなげ
るよう努めたい。

①自主研修の場の提供（154校来場）
②教育普及活動
　特別展示2回のうち1回は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響によ
り中止、ｲﾍﾞﾝﾄ12回のうち9回は同様の理由のため中止
③実習の受入れ
　北海道教育大学が博物館実習を予定していたもののｺﾛﾅの
影響によりｷｬﾝｾﾙしたため、0校。
④常設展示
　1階選手ﾛｯｶｰ、2階ﾒﾀﾞﾘｽﾄ用具ｺｰﾅｰの展示内容・ﾚｲｱｳﾄ等
の変更を行った。（高梨沙羅氏のｼﾞｬﾝﾌﾟｽｰﾂ、ｽｷｰ板等の展
示を1階選手ﾛｯｶｰから2階ﾒﾀﾞﾘｽﾄ用具ｺｰﾅｰへ移動を始めと
した展示更新)
⑤校外学習（小学校53校、中学校４校、大学2校で実施）
⑥ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育
　札幌市教育委員会のｵﾘ･ﾊﾟﾗ教育推進事業の研究校に指
定された53校（昨年度61校）を対象に実施した。実施にあたっ
ては、ﾐｭｰｼﾞｱﾑの学芸員を中心に阿部館長や北海道ｵｰﾙｵﾘ
ﾝﾋﾟｱﾝｽﾞから紹介を受けてｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝに講師を依頼
し、各講演内容について個別に調整を行うことで、競技種別
ごとの特長等を活かした授業となるよう努めた。また、各学校
とは児童の学年や地域等によって授業内容を事前に教諭と
調整し、児童の興味を湧かせながらより理解を深める授業に
なるよう努めた。なお、実施時期は5月からを予定していたも
のの、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により8月からの実施とな
り、9月以降に追加実施校の募集を行った。
⑦収蔵品ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化
 　展示物･収蔵品の調査ﾃﾞｰﾀを293件追加登録。（現在
14,477件を登録）
⑧収蔵品の収集・調査・研究・展示
　・冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ札幌大会関連資料の収集および調査・研究・
展示
　・寄贈された資料の調査研究（加藤正志氏、田中章生氏、
相田裕子氏等）
　・ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝの用具収集・展示（阿部雅司氏、鈴木
靖氏、永瀬充氏、工藤哲史氏、日向由佳氏ほか）
⑨館内ｲﾍﾞﾝﾄ
　8月の施設無料期間中にさっぽろｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝとｺ
ﾗﾎﾞして、ﾐｭｰｼﾞｱﾑの展示を見て回りながら館内に設置された
４つの謎を解いていく『謎解きﾗﾘｰ』と、ｼｱﾀｰを利用してｹﾞｰﾑ
を通じてｽﾎﾟｰﾂの魅力を知ってもらう『白熱！雪合戦e-
Sports』を実施した。なお、ｺﾛﾅ対策による入館制限のため期
間中の一部日程で開催を中止した。
⑩OMN総会出席
　10月にｵﾝﾗｲﾝにて開催されたOMN総会に出席し、当館の現
状と情報交換を行った。
⑪ｽﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑの連携によるｽﾎﾟｰﾂﾚｶﾞｼｰの継承・啓発ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ実行委員会への参加（文化芸術振興費補助金『地域と
共働した博物館創造活動支援事業』）
　秩父宮記念ｽﾎﾟｰﾂ博物館・日本ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾐｭｰｼﾞｱﾑ、長野ｵﾘﾝ
ﾋﾟｯｸﾐｭｰｼﾞｱﾑ、中京大学ｽﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑ及び当館の5館が連
携し、文化遺産としてのｽﾎﾟｰﾂ資料を継承・啓発するための
連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを立ち上げた。本年は、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症
の感染拡大状況下におけるｵﾝﾗｲﾝ形式での打ち合わせや学
生とのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟなどを通して、新たな生活様式の中でのｽ
ﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑの可能性を議論した。
※調査研究に関する内容については、別紙２のとおり
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施設の利用に関する業務については、庶務係を窓口と
して適正かつ平等に遂行した。
また、施設利用の申し込み者が重複した場合の平等性
を保つための調整会議メンバーを定めた。
※ジャンプ競技場等の利用状況等については、別紙３
のとおり

大型映像車

利用回数 27 30 10

▽　不承認0件、　取消し0件、　減免69件、　還付0件

（5）施設利用
に関する業

務

114,701 84,000 101,604

多目的ﾎｰﾙ 0 8 0

有料観覧者 78,649 53,700 74,394

無料観覧者 36,052 30,300 27,210

観覧者合計

荒井山シャンツェ

競技利用者 1,909 2,800 1,544

オリンピックミュージアム

大会・公式 3 12 8

来場者 12,967 30,000 9,849

宮の森ジャンプ競技場

競技利用者 2,196 3,000 2,975

競技利用回数 129 124 151

R2計画 R2決算

ﾃﾚﾋﾞ中継装置 12 8 7

来場者 368,890 427,000 200,621

その他催物 3 3 7

本部棟会議室 22 20 30

競技利用者数に
ついて、競技団体
の要望に応えて
体制を充実させて
対応し、高い評価
を得ることができ
た。
新型コロナウィル
ス感染症の影響
により利用者が大
きく減少している
が、ミュージアム
については、8月
に実施した無料開
放により、前年度
並みの来場者数
であった。また、レ
ストランやミュージ
アムショップのリ
ニューアルオープ
ンにより、大倉山
全体の魅力向上
に努めていると評
価できる。

大倉山ジャンプ競技場

競技利用者 904 1,200 1,303

競技利用回数

▽　その他ジャンプ競技場等の設置目的を達成するために
必要な業務

ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技の普及
や向上、施設への
来場促進に努め
た。
NTC事業において
も関係団体と連携
を図り、ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ環
境、情報医科学環
境を構築し、競技力
の向上に向けて業
務を遂行していきた
い。

個別の利用者や
競技団体のトレー
ニング環境として
の受け入れに加
え、ＮＴＣ事業につ
いても、競技団体
と連携を取りなが
ら、ジャンプ競技
場の拠点施設とし
取り組みを継続し
ている。

競技関係者や地域住民と連携を図り、市民参加型のｲ
ﾍﾞﾝﾄの実施やｻｰﾋﾞｽに努めた。
また、ｲﾍﾞﾝﾄ・会議・展示会場として、競技場施設やﾐｭｰ
ｼﾞｱﾑ、大型映像車の利用についてHP等への掲載等を
行った他、地域町内会等へも周知し利用促進に努め
た。
文科省より受託しているﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ競技別強
化拠点施設活用事業（NTC）では、NTC施設として競技
団体の要望を取り入れ環境の整備に努めた。

R2年度は春に休業
期間を設けたりジャ
ンプ練習を始め集
客イベント等が自粛
されるなど新型コロ
ナウイルス感染症
の影響を大きく受け
て来場者数等が減
少した。
ジャンプ台利用者
数については国内
における数少ない
練習可能場所とし
て秋から練習利用
が伸びた。
ミュージアム利用者
数は8月に実施した
施設利用料無料
キャンペーンの利用
が伸びて前年度実
績並の利用結果と
なった。
※有料観覧者の料
金区分に該当する
無料期間中の利用
実績は比較のため
有料観覧者枠に入
力した。
年間を通して従業
員及び利用者が感
染防止対策に十分
配慮した中で各施
設が利用された。

区分 H31決算

52 60 80

大会・公式 13 19 18
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ホームページやＳ
ＮＳを有効活用
し、観光施設とし
てのＰＲに努めて
いる。
また、周辺町内会
や店舗へのチラシ
配布等、地元住民
への広報活動も
継続して取り組ん
でいるほか、
ミュージアムの専
用ＨＰは、単なる
施設の案内にとど
まらず、オリ・パラ
教育の予習復習
にも活用できる内
容として整備され
ている。
今後もＨＰやＳＮＳ
の更新による最新
情報の提供や、Ｈ
Ｐのリニューアル
等での施設ＰＲ及
び利用促進に期
待する。

▽　引継ぎ業務

前回から継続指定のため、引継ぎ業務はなし。

２　自主事業その他

▽　自主事業 新型コロナウイルス
感染症の影響で多
くのイベントが延期・
中止となるなど当初
計画どおりといかな
かったものの、隣接
する札幌オリンピッ
クミュージアムア
ネックスの竣工を始
めとするリニューア
ルオープンを目玉
に大倉山の魅力を
発信や施設のPRに
努められた。
　今後も大倉山の
ジャンプ競技場と観
光施設両方の魅力
を活かした自主事
業を新たに実施して
いきたい。

ジャンプ競技場、ミュージアムの活用 展望台リフト特別
夜間営業等を引き
続き実施するとも
に、レストランや
ミュージアムショッ
プのリニューア
ル、オリンピック
ミュージアムの来
客導線の見直し
等、施設の利便向
上や魅力アピー
ルに努めたものと
評価できる。
今後も大倉山の
ジャンプ競技場と
観光施設両方の
魅力を活かした自
主事業を実施する
ことに期待する。

○展望台リフト特別夜間営業の実施

日本新三大夜景及び日本夜景遺産に選ばれた大倉山から夜景を
楽しんでもらうべく、今年度から夏期営業期間における通年夜間営
業（21：00まで）を開始した。
8月の施設無料キャンペーン中においても夜間営業も対象とした。
※実施は6/5～10/31、特に8/1～31は無料キャンペーン同時実
施。

利用者数（期間合計）18,679名※うち無料期間14,900名

○ミュージアム特別夜間営業の実施

上記展望台リフトの夜間営業期間のうち期間限定でミュージアムに
ついても営業時間を延長し、特別夜間営業（20：00まで）を実施し
た。
※実施は7/23～8/31、特に8/7～19、21～22、27～28は20：30まで

▽　利用促進の取組

ｲﾍﾞﾝﾄ・会議・展示会場として競技場施設やﾐｭｰｼﾞｱﾑ、
大型映像車の利用についてＨＰ掲載や地域町内会等
への案内等を行った。
自主事業として7月～10月の毎週金・土・日曜日はｼﾞｬﾝ
ﾌﾟ練習での使用におけるｼﾞｬﾝﾌﾟ台使用料を無料とし、
競技利用者（選手）のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ促進に努めた。

（6）付随業務 ▽　広報業務 HPやSNS上にタイ
ムリーに営業情報
等を掲載することが
できた。
また誰もが利用しや
すいHP（ウェブアク
セシビリティへの対
応）となるよう整備
を実施した。
今後は、引き続きホ
テルや周辺町内会
にも協力を仰ぎ広
報業務に努めてい
きたい。

当社HPにｲﾍﾞﾝﾄ情報やｼﾞｬﾝﾌﾟに関する情報の掲載の
他SNS（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ、ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ）により情報発信の幅を
広げた。
市内観光施設･ﾎﾃﾙ等へのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ設置、ﾎﾟｽﾀｰの掲
示を依頼したり、ｲﾍﾞﾝﾄ時には大倉周辺町内会や店舗
にﾁﾗｼの配布等を行い、施設PRと利用促進に努めた。
HP上では、問い合わせ専用のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを使用し、利
用者からの問い合わせ等に対応した。
また大倉山展望台HP及び札幌ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾐｭｰｼﾞｱﾑHPに
ついてｳｪﾌﾞｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨに対応する仕様を継続し運営し
た。

（5）施設利用
に関する業

務
競技利用者数に
ついて、競技団体
の要望に応えて
体制を充実させて
対応し、高い評価
を得ることができ
た。
新型コロナウィル
ス感染症の影響
により利用者が大
きく減少している
が、ミュージアム
については、8月
に実施した無料開
放により、前年度
並みの来場者数
であった。また、レ
ストランやミュージ
アムショップのリ
ニューアルオープ
ンにより、大倉山
全体の魅力向上
に努めていると評
価できる。

R2年度は春に休業
期間を設けたりジャ
ンプ練習を始め集
客イベント等が自粛
されるなど新型コロ
ナウイルス感染症
の影響を大きく受け
て来場者数等が減
少した。
ジャンプ台利用者
数については国内
における数少ない
練習可能場所とし
て秋から練習利用
が伸びた。
ミュージアム利用者
数は8月に実施した
施設利用料無料
キャンペーンの利用
が伸びて前年度実
績並の利用結果と
なった。
※有料観覧者の料
金区分に該当する
無料期間中の利用
実績は比較のため
有料観覧者枠に入
力した。
年間を通して従業
員及び利用者が感
染防止対策に十分
配慮した中で各施
設が利用された。
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▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等 特殊性等を考慮し
ながら、可能な範囲
で市内企業の活用
に努めた。

再委託、物品の購入等については、市内の企業を原則として活用
した。
また、警備係員として障がい者１名を雇用している。

新型コロナウイルス
感染症の影響で多
くのイベントが延期・
中止となるなど当初
計画どおりといかな
かったものの、隣接
する札幌オリンピッ
クミュージアムア
ネックスの竣工を始
めとするリニューア
ルオープンを目玉
に大倉山の魅力を
発信や施設のPRに
努められた。
　今後も大倉山の
ジャンプ競技場と観
光施設両方の魅力
を活かした自主事
業を新たに実施して
いきたい。

展望台リフト特別
夜間営業等を引き
続き実施するとも
に、レストランや
ミュージアムショッ
プのリニューア
ル、オリンピック
ミュージアムの来
客導線の見直し
等、施設の利便向
上や魅力アピー
ルに努めたものと
評価できる。
今後も大倉山の
ジャンプ競技場と
観光施設両方の
魅力を活かした自
主事業を実施する
ことに期待する。

例年さっぽろ雪まつりに合わせて札幌市中央区との共催で実施し
ていたが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止と
なった。

○市民・道民秋割キャンペーンの実施

市民・道民を対象に、秋の行楽シーズンに日本新三大夜景に選ば
れた札幌の夜景や美しい紅葉を楽しめるよう展望台リフト及び
ミュージアムの施設利用料割引キャンペーンを実施した。
※実施は9/19～10/31

利用者数（期間合計）10,007名

※その他集客イベント等に係る内容については、別紙４のとおり

利用者数（期間合計）7,322名※うち無料期間7,258名

○ウィンタースポーツフェスタin大倉山　→中止

夏季には来場者が涼感を感じられるミスト発生装置をRINGに設置
し、利用満足度の向上に努めた。

RING壁面にオリンピックに関連する歴代の開催データを表記し、施
設イメージの向上とオリパラ教育の推進に寄与した。

○総合案内所をミュージアム３Fへ移設し、魅力向上を目指して
ミュージアムショップを新設した。

旧クリスタルハウス売店の土産物屋イメージを払拭し北欧カジュア
ルをイメージしたミュージアムショップを開店した。

東京2020グッズやスイスのオリンピックミュージアム直輸入品をは
じめ、国内の人気クリエイターによる商品を揃えた。

券売カウンターでの精算を手売りからレジ発券システムに更新し、
利用者の利便性向上に努めた。

施設のリニューアルオープンについて

2030年冬季札幌五輪招致を見据え、札幌から世界に発信できるよ
うな魅力あるオリンピック施設へのリニューアルを目指し、大倉山ク
リスタルハウス（当社物件）とミュージアム間における機能分担の整
理と一体性のある全体的な活用を考慮し、施設のリニューアルを実
施した。

多目的な利用を想定したプロジェクター設備有のギャラリーを設け
た。

○大倉山クリスタルハウスを札幌オリンピックミュージアムアネック
スと改称し、両施設間の連動性を高めた。

老朽化した空調等設備機器を更新し、省エネ化を進めた。

バリアフリーへの対応を目指しエレベーターを新設した。

国内外のVIPの利用にも対応可能なオリンピック施設にふさわしい
飲食店として『ヌーベルプース大倉山』を新規開店した。

来場者が手軽に利用できるテイクアウト『カフェ・ルポ』を設けた。

これまで施設に寄せられていた来場者の要望に応え授乳室を新設
した。

○札幌オリンピックミュージアムへの来客導線を見直しOKURA
RINGを設置した。

RINGの各柱のLEDが五輪色に点灯し、両施設の連動性を高めた。

8



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

[（大満足81+満足50）÷（全体183-ふつう24-無記入24）=0.9703]

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

［要望］建物内に授乳室を作ってほしい。

［対応］オリンピック施設として家族連れの利用が多いことから、

利便性向上のため敷地内のアネックス館内に授乳室を設けた。

［その他意見］

・感動しました。また来たいです。

・ミュージアムの展示をもっと増やしてほしい。

・ソフトクリームがとても美味しかった。

・ぜひ知人にも紹介したい。

・ジャンプ台の夜景ライトアップが綺麗だった。

・展望ラウンジの椅子を増やしてほしい。

やや不満：2名、不満：2名、無記入24件

[施設を知ったきっかけ] ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ等：24名、新聞・観光誌：22名

紹介：37名、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ：36名、旅行会社：0名、その他64名

[次回の来場] 是非利用したい：80名、機会があれば：79名

[地域] 市内：86名、道内：14名、道外：57名、海外：4名、

不明・無記入：22名

[接客] 大変良い：94票、良い：55票、ふつう：18票、

利用しない：4名、無記入：20名

40～50代：58名、60代以上：33名、無回答3名

[来場回数] 初めて：119名、2回：32名、3～5回：15名、

6回以上：16名、不明・無記入：1名

やや悪い：2票、悪い：1票、無記入13件

接客満足度98％

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 利用者からの意見
等は全体で共有し、
利用者のﾆｰｽﾞの把
握及び改善に努め
た。今後も引き続き
利用者からの意見
を検証反映し、より
良い施設運営を目
指す。

実施方
法

実施時期は4月～3月で展望ﾗｳﾝｼﾞ内とﾐｭｰｼﾞｱﾑ１階・２階に 接客満足度、総合
満足度とも、非常
に高い水準であ
り、利用者への丁
寧な応対の結果と
評価できる。

ｱﾝｹｰﾄ用紙を置き利用者に任意で記入したものを回収。

回答者数：183名（展望ﾗｳﾝｼﾞ /57名　ﾐｭｰｼﾞｱﾑ内/126名）

結果概
要

[年齢] 10代(10歳未満含む）：35名、20～30代：54名、

[（大変良い94+良い55）÷（全体183-ふつう18-無記入13）=0.9802]

[総合満足度]大満足：81名、満足：50名、ふつう：24名

総合満足度97％

9



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　説明

・収入については、新型コロナウイルス感染拡大の影響で休業期間を設け
たことや通年を通して来場者数が減少したことから利用料金収入が減収と
なった。
・支出については、施設利用者数の減少により水道光熱費等物件費が
減ったことやミュージアムショップ及び展望台カフェ（自主事業）の物件費及
び人件費の削減に努めたことが影響し当初計画より圧縮された。
・結果として収支は▲49,553千円（税抜）となった。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

引き続き管理運営業務の遂行のため、業務内容の見直し・適正人
員の配置や経費節減に努め、安定した維持管理業務を行ってい
る。

純利益 ▲ 5,528 ▲ 49,553 ▲ 44,025

0 0

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例及びオンブズマン
　　条例への対応

適 不適

各条例の規則に則り、全てに適切に対応した。
情報公開請求並びに、オンブズマン条例への対応はなかった。

利益還元 0 0 0

営業外収入 0 0 0

自主事業支出 50,242 32,877 ▲ 17,365

指定管理業務支出 210,478 224,851 14,373

支出 260,720 257,728 ▲ 2,992

自主事業収入 46,125 14,292 ▲ 31,833

その他 0 7,174 7,174

利用料金 53,636 28,125 ▲ 25,511

155,431 159,249 3,818

収入 255,192 208,840 ▲ 46,352

４　収支状況

▽　収支 （千円･税抜） R2年度は新型コロ
ナウイルス感染症
の影響を強く受けた
一年となり、利用料
金収入が大きく落ち
込んだ。
6月に施設のリ
ニューアルオープン
を行い各種メディア
へ広告を出したり、
8月に市有施設にお
ける利用料金無料
キャンペーン・9～
10月に秋割と称し
たリフト乗車料金割
引キャンペーン・国
主催のGotoトラベ
ル事業への参加な
ど来場者数回復の
ための施策を実施
した。
次年度においては
引き続き感染防止
対策を十分に取り
ながら収支の安定
化に努めていきた
い。

項目 R2計画 R2決算 差 新型コロナウィル
ス感染症の影響
により施設が休館
となる等の影響を
受けたが、効率的
な人員配置等によ
り、計画より収支
が改善している。
しかし、支出が収
入を上回る計画
は好ましい計画で
はなく、差を縮め
るよう留意された
い。
今後も安定した収
入確保及び更な
る経費削減に期
待する。

指定管理費

指定管理業務収入 209,067 194,548 ▲ 14,519

営業外支出 0 665 665

収入-支出 ▲ 5,528 ▲ 49,553 ▲ 44,025

法人税等 0
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Ⅲ　総合評価

　指定管理者としてのこれまでの実績と経験を活かし、計
画に基づいた管理運営業務を行っている。
　ジャンプ競技場としての運営に関しては、ＦＩＳ公認のジャ
ンプ台として求められる高い水準での維持管理のほか、
NTC競技別強化拠点施設として選手の積極的な受け入れ
を行うだけでなく、競技団体や利用者からの要望を踏まえ
た運営体制を実施するなど、競技力向上と競技人口の拡
大に向けた環境整備に尽力したものと評価できる。
　ミュージアムについては、施設の魅力を伝え、オリンピッ
クミュージアムネットワークの教育ワーキンググループにも
参加し、オリンピック・パラリンピック教育に積極的に取り組
んでいる。
　また、自主事業についても、昨年度は新型コロナウイルス
感染症の影響により中止となっているが、ウィンタースポー
ツフェスタin大倉山を継続して開催しているほか、レストラン
やミュージアムショップの改修を行うなど、年間を通して施
設の魅力発信を図り、観光資源としての施設活用にも力を
入れている。
　今後においても、施設の設置目的である「ジャンプ競技の
普及振興及び競技力の向上」及び「オリンピック・パラリン
ピックの理念を広く伝え、ウィンタースポーツの普及振興に
寄与する」ことを念頭に施設の運営管理を行うとともに、本
市を代表する観光施設として、更なる魅力PRに努めていた
だくよう期待する。

　本年度において、特に改善指導・指示を必要とする事
項はなかった。

総合評価 来年度以降の重点取組事項

　R2年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により国内にお
ける人員の移動が大きく減少し、観光客を始めとする来
場者数が落ち込んだ中、従業員一同感染防止対策に十
分配慮した上で年間を通して札幌市や地域住民と連携を
深めながら魅力ある施設運営に努められた。
ﾐｭｰｼﾞｱﾑについては、当初計画していたｲﾍﾞﾝﾄや展示会
が中止となる中、8月の施設無料ｷｬﾝﾍﾟｰﾝでは感染防止
対策を十分に取りながら札幌市主催のe-sports体験等
集客ｲﾍﾞﾝﾄを実施し、来館者がより楽しめるよう努められ
た。ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育に関しては1学期の実施が
中止となったものの、計53校の小学校の受入れを行い、
各学校から好評価を受けた。また、今年度発足した『ｽ
ﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑの連携によるｽﾎﾟｰﾂﾚｶﾞｼｰの継承・啓発ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ』においては、対面式の会議やﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、現地調査
やｲﾍﾞﾝﾄ等の実施計画が大幅に制限されたものの、次年
度以降に向けて新たな生活様式の中でのｽﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱ
ﾑの運営・展示の可能性を考える契機となった。
　自主事業としては、平成20年度より実施していたｳｨﾝﾀｰ
ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾀin大倉山や貸館業務であるREDBULL400な
ど大型ｲﾍﾞﾝﾄが中止となったが、ﾚｽﾄﾗﾝやﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ
を始めとするﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝを実施することで来場者の施
設利便性向上を促進し、ﾘﾌﾄ夜間営業に合わせたｼｬﾄﾙﾊﾞ
ｽの運行など当社運営の札幌もいわ山ﾛｰﾌﾟｳｪｲと連携し
ながら札幌の主要な夜景観光施設としての魅力発信及
び向上に努められた。

　ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場としての運営に関してはこれからも競技
団体や利用者からの要望を踏まえた運営体制を継続
し、競技力向上と競技人口の拡大に向けた環境整備を
図っていきたい。
　ﾐｭｰｼﾞｱﾑについては、日本ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾐｭｰｼﾞｱﾑ・長野ｵﾘﾝ
ﾋﾟｯｸﾐｭｰｼﾞｱﾑだけでなく日本のｽﾎﾟｰﾂ関連の博物館とも
交流を深め、情報共有を積極的に行いながら日本独自
のｽﾎﾟｰﾂﾐｭｰｼﾞｱﾑﾈｯﾄﾜｰｸを構築し、札幌へのｵﾘﾝﾋﾟｯｸ
招致の機運醸成を図れるよう教育・研究・ｲﾍﾞﾝﾄ等に取り
組んでいきたい。またｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育について
は次年度も引き続き十分な感染防止対策を踏まえた上
で、引き続きｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝと連携し授業内容を充
実させる他、ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝとの関係性をより拡充
し、今後のﾐｭｰｼﾞｱﾑ独自のｲﾍﾞﾝﾄ及び札幌ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ50周
年に向けた記念ｲﾍﾞﾝﾄや展示会の実施に繋げていきた
い。
　今後においても、施設の設置目的である「ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技
の普及振興及び競技力の向上」を念頭に施設の運営管
理を行うとともに、札幌市を代表する観光施設として、更
なる魅力度向上と施設の利用促進に努めていきたい。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

11



令和２年度管理運営業務に係る業務の再委託

再委託業務内容 業務の場所

　定期清掃

大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

荒井山シャンツェ、
札幌オリンピックミュージアム

　夜間巡回警備業務 宮の森ジャンプ競技場

　機械警備業務
大倉山ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　夜間常駐警備業務 大倉山ジャンプ競技場

　硝子定期清掃
大倉山ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　塵芥収集業務（産廃ごみ）
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　塵芥収集業務（資源ごみ）
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　消防設備点検業務
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　設備管理業務
大倉山ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　自動ドア点検業務
大倉山ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　エレベーター点検業務
大倉山ジャンプ競技場、

札幌オリンピックミュージアム

　エスカレーター点検業務 大倉山ジャンプ競技場

　雪張ネット着脱業務
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

荒井山シャンツェ

　大型映像車保守点検業務 大倉山ジャンプ競技場

　大型映像車運行管理業務 大倉山ジャンプ競技場

　スロープカー保守点検業務 荒井山シャンツェ

　リフト保守管理業務 宮の森ジャンプ競技場

　バイオトイレ保守点検業務
宮の森ジャンプ競技場

（スタートハウス、審判塔）

　シアター映像装置保守点検業務 札幌オリンピックミュージアム

　電光掲示盤保守点検業務
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場

　ジャンプ台の基本造成整備業務
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

荒井山シャンツェ

　インラン整備機保守点検業務
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場

　人工降雪機器保守点検業務 大倉山ジャンプ競技場

　圧雪車（プリノート他）保守点検業務
大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場

　除雪車（ホイルローダー）保守点検業務 大倉山ジャンプ競技場

　除排雪業務

大倉山ジャンプ競技場、
宮の森ジャンプ競技場、

荒井山シャンツェ、
札幌オリンピックミュージアム

　収蔵品データシステム保守業務 札幌オリンピックミュージアム

　展示演出定期保守点検業務 札幌オリンピックミュージアム

別紙 １



① バイアスロン体験 in 大倉山 参加人数 未集計

② 阿部館長のバックヤードツアー 参加人数 未集計

③ オリンピック・デーイベント 参加人数 未集計

④ ノルディックウォーキングイベント 参加人数 未集計

⑤ 東京2020オリンピック記念イベント 参加人数 未集計

⑥ 大倉山小学校作品展示会 観覧人数 未集計

⑦ 謎解きラリー 参加人数 103

⑧ e-スポーツ体験イベント　 e-K!DS 参加人数 116

⑨ カーリングデー2020 in おおくらやま 参加人数 未集計

⑩ スポーツ × 工作ワークショップ 参加人数 未集計

⑪ 大倉山・宮の森ジャンプ競技場往復ノルディックウォーキング 参加人数 43

⑫ 三角山小学校作品展 観覧人数 未集計

⑬ ウィンタースポーツフェスタ（阿部館長のバックヤードツアー） 参加人数 未集計

⑭ 札幌市共生社会ホストタウンの取組みにかかるPR展示 観覧人数 3,536

 

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

※コロナ感染防止のため中止

３　常設展示
1階選手ロッカー、2階メダリスト用具コーナーの展示を更新。女子スキージャンプで活躍した高梨沙羅
氏のジャンプスーツ、スキー板等の展示を1階選手ロッカーから2階メダリスト用具コーナーへ移動。

※コロナ感染防止のため中止

令和2年度ミュージアム調査研究事業

１　自主研修の場の提供
令和2年度内に小・中・高等学校・養護学校合わせて154校が来館した。
（小学校99校、中学校19校、高等学校18校、養護学校16校、高専2校）

２　教育普及活動（特別展示会・イベント等）

別紙 ２



① 大学関係・・・2校

② 高校関係・・・０校

③ 中学校関係・・・４校
（蘭越町立蘭越中学校、江別市立中央中学校等）

④ 小学校関係・・・53校(オリンピック・パラリンピック教育…53校、その他０校）

⑤ 実習等・・・０校

(北海道科学大学、中京大学）

（オリンピック・パラリンピック教育…札幌市立厚別通小学校、札幌市立幌西小学校、札幌市立清田緑小学校等）

（北海道教育大学が博物館実習を予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大
の影響の為キャンセル。）

５　収蔵品データベース化
展示物・収蔵品の調査データを登録中（令和2年度　293件・331点登録、登録累計　14,477件・総数量39,582点　）

６　収蔵品の収集・調査・研究・展示
・冬季オリンピック札幌大会関連資料の収集および調査・研究
・寄贈された資料の調査・研究
　（オリンピアン・パラリンピアン…阿部雅司氏、鈴木靖氏、永瀬充氏、工藤哲史氏、日向由佳氏等、
　　一般の方…加藤正志氏、田中章生氏、相田裕子氏等）

４　校外学習



１　施設別一般来場者数（月別） （単位：人）

総人数 大人 高齢者 団体 小中学校 免除

４月 2,237 663 313 149 7 1 123 33

５月 0 26 0 0 0 0 0 0

６月 9,259 738 1,602 1,140 56 12 264 130

７月 13,499 829 3,560 2,552 105 22 609 272

８月 99,528 1,428 64,545 43,541 7,453 0 13,246 305

９月 19,218 1,034 8,788 4,794 96 112 3,262 524

１０月 22,664 1,110 10,665 5,412 680 915 3,007 651

１１月 11,643 968 5,252 2,118 778 664 1,400 292

１２月 4,592 467 1,391 496 14 5 778 98

１月 5,302 793 1,091 395 17 200 371 108

２月 5,046 603 1,462 746 18 9 519 170

３月 7,633 1,190 2,935 1,772 49 66 804 244

合計 200,621 9,849 101,604 63,115 9,273 2,006 24,383 2,827

２　札幌オリンピックミュージアム利用料金（使用料）関係

　（1）観覧料 円

　（2）多目的ホール （単位：円）

減免割合

－

　（3）ライブラリー （単位：円）

減免割合

－

　（4）エントランスホール （単位：円）

減免割合

－

　（5）シアター （単位：円）

減免割合

－

札幌オリンピックミュージアム利用料金収入合計 19,709,740

0

小計 0

小計 0

利用日 イベント名等 利用料金収入

利用日 イベント名等 利用料金収入

0

0

小計 0

小計 0

利用日 イベント名等 利用料金収入

19,709,740

利用日 イベント名等 利用料金収入

0

令和２年度ジャンプ競技場等使用実績
（令和２年4月1日～令和３年3月31日）

区分 大倉山 宮の森
ミュージアム

別紙 ３



３　大倉山ジャンプ競技場利用料金（使用料）関係

　（1）-１ジャンプ競技一般練習日 （単位：円）

利用月 日数 単価 利用月 日数 単価

4月 0 28,100 10月 12 28,100

5月 0 28,100 11月 0 28,100

6月 0 28,100 12月 0 28,100

7月 10 28,100 1月 6 28,100

8月 21 28,100 2月 2 28,100

9月 12 28,100 3月 1 28,100

小計 64

　（1）-２　ジャンプ競技一般練習日（自主事業利用分） （単位：円）

利用月 日数 単価 利用月 日数 単価

7月 0 28,100 9月 7 28,100

8月 2 28,100 10月 7 28,100

小計 16

　（2）公式練習日 （単位：円）

減免割合

5割減免

5割減免

5割減免

5割減免

5割減免

10割減免

5割減免3月19日 第22回伊藤杯ｼｰｽﾞﾝﾌｧｲﾅﾙ大倉山ﾅｲﾀｰｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 14,050

小計 84,300

2月12日 第32回TVｈ杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 14,050

3月6日 第92回宮様ｽｷｰ大会ﾗｰｼﾞﾋﾙ 0

1月29日 第48回HTBｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会 14,050

2月10日 第62回雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ杯全日本ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 14,050

10月30日 第33回UHB杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 14,050

1月9日 第60回STVｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会 14,050

0 196,700

56,200 196,700

449,600

利用日 大会名 利用料金収入

590,100 56,200

337,200 28,100

1,798,400

利用料金収入 利用料金収入

0 0

0 0

281,000 168,600

利用料金収入 利用料金収入

0 337,200



　（3）大会日 （単位：円）

減免割合

5割減免

10割減免

5割減免

5割減免

5割減免

5割減免

5割減免

5割減免

5割減免

10割減免

5割減免

　（4）-１イベント等 （単位：円）

減免割合

－

－

－

－

-

－

－

　（4）-２イベント等 （自主事業利用分） （単位：円）

減免割合

－

小計 0

利用日 イベント名等 利用料金収入

- - 0

3月13日 ㈱AI AGENCY　観光PR動画『High in Japan』収録 216,900

小計 1,602,600

12月14日 ｸﾞﾚｰﾄｽｶｲｱｰﾄ　ｻｻﾞﾝｵｰﾙｽﾀｰｽﾞ×芸術花火 433,800

2月27日 雪まつり実行委員会　ｵﾝﾗｲﾝさっぽろ雪まつり花火配信 216,900

10月1,2日 ﾚｯﾄﾞﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ　ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手撮影利用 56,200

10月7日 ﾚｯﾄﾞﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ　ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手撮影利用 28,100

6月1日 ㈱ｱｽｸｹﾞｰﾄ　Cheer up花火ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 216,900

9月13,14日 日本青年会議所　第69回日本青年会議所全国大会 433,800

小計 412,650

利用日 イベント名等 利用料金収入

3月7日 第92回宮様ｽｷｰ大会ﾗｰｼﾞﾋﾙ 0

3月20日 第22回伊藤杯ｼｰｽﾞﾝﾌｧｲﾅﾙ大倉山ﾅｲﾀｰｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850

2月11日 第62回雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ杯全日本ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850

2月13日 第32回TVｈ杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850

1月11日 第63回HBCｶｯﾌﾟｼﾞｬﾝﾌﾟ競技会 45,850

1月30日 第48回HTBｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会 45,850

11月3日 第62回NHK杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850

1月10日 第60回STVｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会 45,850

11月1日 第21回札幌市長杯大倉山ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 0

11月2日 ﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ2020大倉山ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850

利用日 大会名 利用料金収入

10月31日 第33回UHB杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850



　（5）運営本部（会議室） （単位：円）

減免割合

－

－

－

-

-

-

－

-

-

-

-

-

-

-

-

-

－

-

-

-

-

-

-

-

10割減免

10割減免

-

-

-

-

　（6）観覧フィールド （単位：円）

減免割合

－12月29日 ㈱ﾃﾞｨｸﾞﾀﾞｸﾞｯﾄﾞIMC　HIPHOPﾗｲﾌﾞ収録撮影 80,320

小計 80,320

小計 202,330

利用日 イベント名等 利用料金収入

3月27日 札幌ｼﾞｬﾝﾌﾟ少年団　卒団式 3,910

3月31日 NTC使用分 92,820

3月14日 荒井山町内会　役員班長会 1,820

3月18日 TBSﾃﾚﾋﾞ『東京VICTORY』取材 1,820

1月20日 札幌市宅地課　会議使用 0

2月3日 札幌市宅地課　会議使用 0

12月29日 ㈱ﾃﾞｨｸﾞﾀﾞｸﾞｯﾄﾞIMC　HIPHOPﾗｲﾌﾞ収録撮影 10,820

1月15,19,25,26,27日 自社利用　ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修 14,560

12月14日 自社利用　救急救命講習 2,730

12月28日 家庭福祉相談室らるご　昼食利用 2,730

12月7,8,9,10日 自社利用　警備研修 43,280

12月8日 能登谷千恵子　絵手紙教室 1,820

11月8日 ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ宮の森管理組合　ﾏﾝｼｮﾝ理事会 1,820

12月5日 荒井山町内会　講演ｲﾍﾞﾝﾄ 1,820

10月14日 札幌市立丘珠中学校　昼食利用 910

10月17日 NPO法人北広島森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾒｲﾌﾟﾙ　昼食利用 910

10月9日 北海道文化放送　ﾆｭｰｽ取材 910

10月9日 日高町立富川中学校　昼食利用 910

10月8日 北海道ﾃﾚﾋﾞ放送　ﾆｭｰｽ取材 910

10月8日 北海道文化放送　ﾆｭｰｽ取材 910

10月3日 北海道自然保護協会　街中ｼﾞｵ散歩 2,730

10月6日 ㈱ｷｭｰﾌﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ　土屋ﾎｰﾑ発行誌撮影 1,820

9月24日 札幌ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ&ﾎﾃﾙ専門学校 昼食利用 910

9月27日 札幌北ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 定期総会 910

9月12日 札幌市ｽﾎﾟｰﾂ協会　会議使用 910

9月13日 ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ宮の森管理組合 ﾏﾝｼｮﾝ理事会 2,730

7月6日 荒井山町内会　地域の足ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 910

7月14日 札幌ｽｷｰ連盟　定期総会 2,360

6月21日 荒井山町内会　役員班長会議 1,820

6月28日 ﾆｺﾙｿﾒｯﾄ宮の森管理組合　定期総会 1,820

利用日 イベント名等 利用料金収入



　（7）エントランス広場ステージ （単位：円）

減免割合

－

　（8）テレビ映像中継装置 （単位：円）

減免割合

-

-

－

－

－

－

－

４　宮の森ジャンプ競技場利用料金（使用料）関係

　（1）ジャンプ競技一般練習日 （単位：円）

利用月 日数 単価 利用月 日数 単価

4月 0 28,100 10月 22 28,100

5月 0 28,100 11月 5 28,100

6月 25 28,100 12月 0 28,100

7月 27 28,100 1月 11 28,100

8月 22 28,100 2月 13 28,100

9月 23 28,100 3月 3 28,100

小計 151

　（2）公式練習日 （単位：円）

減免割合

10割減免

5割減免

小計 14,050

3月4日 第92回宮様ｽｷｰ大会ﾉｰﾏﾙﾋﾙ 0

3月8日 伊藤杯ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ競技大会2021 14,050

618,200 365,300

646,300 84,300

4,243,100

利用日 大会名 利用料金収入

0 140,500

702,500 0

758,700 309,100

大倉山ジャンプ競技場利用料金収入合計 6,117,200

利用料金収入 利用料金収入

0 618,200

2月13日 第32回TVｈ杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 197,000

小計 1,379,000

1月30日 第48回HTBｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会 197,000

2月11日 第62回雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ杯全日本ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 197,000

1月10日 第60回STVｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会 197,000

1月11日 第63回HBCｶｯﾌﾟｼﾞｬﾝﾌﾟ競技会 197,000

10月31日 第33回UHB杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 197,000

11月3日 第62回NHK杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 197,000

小計 108,000

利用日 イベント名等 利用料金収入

利用日 イベント名等 利用料金収入

9月17～22日 ｶﾚｰのﾏﾁさっぽろ推進委員会　飲食店支援ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾙｰ事業 108,000



　（3）大会日 （単位：円）

減免割合

10割減免

5割減免

5割減免

10割減免

10割減免

5割減免

　（4）イベント等 （単位：円）

減免割合

-

５　荒井山シャンツェ利用状況

　（1）ジャンプ競技一般練習日

利用月 日数 人数 利用月 日数 人数

4月 0 0 10月 21 256

5月 0 0 11月 1 4

6月 21 423 12月 0 0

7月 17 196 1月 9 105

8月 25 239 2月 6 89

9月 19 232 3月 0 0

小計 119 1,544

宮の森ジャンプ競技場利用料金収入合計 4,394,700

- -

小計 0

小計 137,550

利用日 イベント名等 利用料金収入

3月6日 第92回宮様ｽｷｰ大会ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ 0

3月9日 伊藤杯ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ競技大会2021 45,850

3月3日
第49回札幌ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念ｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技会兼
UNIVASｽｷｰ第94回全日本ｽｷｰ選手権大会代替大会

45,850

3月5日 第92回宮様ｽｷｰ大会ﾉｰﾏﾙﾋﾙ 0

10月29日 第33回札幌市長杯宮の森ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 0

2月7日 雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸｶﾂｹﾞﾝｶｯﾌﾟ2021ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会 45,850

利用日 大会名 利用料金収入



６　撮影利用料金（使用料）関係 （単位：円）

利用日 撮影内容 場所 減免割合 利用料金収入

4月2日 写真 大倉山 10割減免 0

4月2日 写真 大倉山 10割減免 0

5月29日 テレビ 大倉山 - 15,000

6月9日 テレビ 大倉山 - 15,000

6月18日 テレビ 宮の森 10割減免 0

6月19日 テレビ 大倉山 - 15,000

6月21日 テレビ 宮の森 10割減免 0

6月24日 テレビ 宮の森 10割減免 0

6月29,30日 テレビ 宮の森 - 30,000

7月9日 テレビ 大倉山 10割減免 0

7月16日 テレビ 大倉山 - 15,000

7月27日 写真 大倉山 10割減免 0

8月1日 テレビ 大倉山 10割減免 0

8月1日 テレビ 大倉山 10割減免 0

8月10日 テレビ 大倉山 10割減免 0

8月19日 写真 大倉山 10割減免 0

8月20日 写真 大倉山 10割減免 0

8月20日 写真 大倉山 10割減免 0

8月27日 テレビ 大倉山 10割減免 0

8月30日 写真 大倉山 10割減免 0

北海道新聞
新聞記事取材　※報道の為減免

HTB北海道ﾃﾚﾋﾞ放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

読売新聞北海道支社
新聞記事取材　※報道の為減免

読売新聞北海道支社
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ対談取材撮影　※報道の為減免

HTB北海道ﾃﾚﾋﾞ放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

UHB北海道文化放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

UHB北海道文化放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

北海道新聞
新聞記事取材　※報道の為減免

北海道通信社
新聞記事取材　※報道の為減免

雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ㈱
HP等使用素材撮影

ｸﾛｽﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ
道新ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

札幌ﾃﾚﾋﾞ放送
ﾆｭｰｽ番組取材　※報道の為減免

㈱ｲﾝｻｲﾄ
ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手ｽﾎﾟﾝｻｰ広告物素材撮影

NHK札幌
NHKBSﾌﾟﾚﾐｱﾑ『ｺｽﾞﾐｯｸﾌﾛﾝﾄ』　※札幌市より減免依頼有

㈱ｶﾝﾃ
ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手PR映像撮影

使用者等

読売新聞北海道支店
新聞記事取材　※報道の為減免

北海道新聞hotweb
阿部館長取材　※報道の為減免

㈱ｹｲｴﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
超展望ﾗｲﾌﾞ撮影

北海道放送
『ﾍﾞﾀな旅人ﾄﾗﾍﾞﾗｰ』撮影

NHK札幌放送局
ﾆｭｰｽ番組取材　※報道の為減免



（単位：円）

利用日 撮影内容 場所 減免割合 利用料金収入

9月2日 写真 大倉山 10割減免 0

9月9日 テレビ 大倉山 - 15,000

9月12日 テレビ 大倉山 10割減免 0

9月13,14日 テレビ 大倉山 - 35,850

9月18日 テレビ 大倉山 - 15,000

9月24日 テレビ 大倉山 - 15,000

9月25日 テレビ 大倉山 - 0

9月29日 写真 大倉山 - 1,500

10月1,2日 テレビ 大倉山 - 30,000

10月6日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月6日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月6日 写真 大倉山 - 1,500

10月7日 テレビ 大倉山 - 15,000

10月8日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月8日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月8日 テレビ 大倉山 - 15,000

10月9日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月11日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月13日 テレビ 大倉山 - 15,000

10月14日 テレビ 大倉山 - 18,900

10月15日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月21日 テレビ 大倉山 10割減免 0

10月30,31日 テレビ 大倉山 - 30,000

㈱ｱﾝﾄﾞﾎﾞｰﾀﾞｰ
企業広報誌撮影

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

NHK札幌放送局
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

北海道文化放送
第33回UHB杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

北海道文化放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

石川ﾃﾚﾋﾞ放送
情報番組撮影

北海道文化放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

ﾃﾚﾋﾞ北海道
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

㈱ﾌﾞﾛﾝｿﾝ
ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手企業広告物撮影

渡辺かおり
ﾖﾄﾞﾊﾞｼｶﾒﾗ店頭掲示物撮影

ﾚｯﾄﾞﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ
ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手企業広告物撮影

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

北海道文化放送
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

㈱ｷｭｰﾌﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
土屋ﾎｰﾑ発行誌取材

ﾚｯﾄﾞﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ
ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手企業広告物撮影

札幌国際大学
研究活動の為の撮影

UHB北海道文化放送
ﾆｭｰｽ取材※報道の為減免

日本青年会議所
第69回日本青年会議所全国大会

ﾃﾚﾋﾞ朝日映像㈱
『じゅん散歩』撮影

㈱ﾉｳﾞｪﾛ
札幌ﾅｲﾄｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

北海道新聞社
札幌観光大使企画取材※報道の為減免

使用者等

読売新聞北海道支社
ﾆｭｰｽ取材※報道の為減免



（単位：円）

利用日 撮影内容 場所 減免割合 利用料金収入

11月2日 テレビ 大倉山 - 15,000

11月3日 テレビ 大倉山 - 15,000

11月3日 テレビ 大倉山 - 15,000

11月13日 テレビ 大倉山 10割減免 0

11月14日 テレビ 大倉山 - 24,740

11月19日 テレビ 大倉山 10割減免 0

11月27日 テレビ 大倉山 - 15,000

12月10日 テレビ 大倉山 - 15,000

12月12日 写真 大倉山 - 1,500

12月14日 テレビ 大倉山 - 19,870

12月22日 テレビ 大倉山 - 15,000

12月29日 テレビ 大倉山 - 22,310

1月5日 写真 大倉山 10割減免 0

1月9,10日 テレビ 大倉山 - 30,000

1月10，11日 テレビ 大倉山 - 30,000

1月14日 テレビ 大倉山 - 15,000

1月19日 テレビ 宮の森 10割減免 0

1月21日 テレビ 大倉山 10割減免 0

1月22日 テレビ 大倉山 10割減免 0

1月25日 テレビ 大倉山 - 15,000

1月27日 テレビ 大倉山 - 15,000

1月30日 テレビ 大倉山 - 15,000

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送㈱
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

㈲ｻﾝﾀﾅ
HTB『おにぎりあたためますか』撮影

北海道ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ㈱
札幌市ｽﾎﾟｰﾂ局 ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ動画撮影

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送㈱
第48回HTBｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会

㈱ﾒｶﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ
札幌市公式ＳＮＳ撮影　※減免依頼有

札幌ﾃﾚﾋﾞ放送㈱
第60回STVｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会

北海道放送㈱
第63回HBCｶｯﾌﾟｼﾞｬﾝﾌﾟ競技会

札幌映像ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ
BS日ﾃﾚ『北海道すたいる』撮影

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送㈱
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

北海道ﾃﾚﾋﾞ放送㈱
ﾆｭｰｽ取材　※報道の為減免

㈱ｲﾝｻｲﾄ
北海道ｶﾞｽ広報誌記事取材

㈱ｲｰｽﾄﾃﾞｲﾘｰ
観光施設PR撮影

㈱えんれいしゃ
『北海道生活』札幌特集取材

㈱GREAT SKY ART
ｻｻﾞﾝｵｰﾙｽﾀｰｽﾞ×芸術花火

㈱STVﾗｼﾞｵ
Youtube『木村洋二ﾁｬﾝﾈﾙ』撮影

㈱ﾃﾞｨｸﾞﾀﾞｸﾞｯﾄﾞIMC
HIPHOPﾗｲﾌﾞ収録撮影

HBC北海道放送
『今日ﾄﾞｷｯ!』撮影

NHK札幌放送局
第62回NHK杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

厨子王㈱
ﾃﾚﾋﾞ東京『虎ノ門市場』撮影

共同通信
ｼﾞｬﾝﾌﾟ選手取材　※報道の為減免

㈱AI AGENT
観光PR動画撮影

札幌市ｽﾎﾟｰﾂ局
東京2020ﾋﾞﾃﾞｵﾚﾀｰ撮影　※札幌市から減免依頼有

使用者等



（単位：円）

利用日 撮影内容 場所 減免割合 利用料金収入

2月1日 テレビ 大倉山 - 15,000

2月2日 テレビ 宮の森 10割減免 0

2月4日 テレビ 大倉山 - 15,000

2月4日 テレビ 大倉山 10割減免 0

2月6日 テレビ 大倉山 10割減免 0

2月10日,11日 テレビ 大倉山 - 30,000

2月12日,13日 テレビ 大倉山 - 30,000

2月18日 テレビ 大倉山 - 15,000

2月21日 テレビ 大倉山 - 15,000

2月22日 テレビ 宮の森 10割減免 0

2月27日 テレビ 大倉山 - 22,310

2月27日 テレビ 大倉山 10割減免 0

3月3日 テレビ 宮の森 - 15,000

3月3日 写真 大倉山 10割減免 0

3月6日 テレビ 大倉山 - 15,000

3月8日 写真 大倉山 10割減免 0

3月8日 写真 大倉山 - 1,500

3月12日 テレビ 大倉山 - 15,000

3月13日 テレビ 大倉山 - 24,750

3月14日 テレビ 大倉山 10割減免 0

計 789,730

㈱AI AGENCY
観光PR動画『High in Japan』収録

㈱ﾆﾄﾘﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ
さっぽろ中枢都市圏観光協議会PR動画制作　※減免依頼有

㈱CTVMIDENJIN　第49回札幌ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念ｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技会兼
UNIVASｽｷｰ第94回全日本ｽｷｰ選手権大会代替大会

㈱北海道通信社
新聞記事取材　※報道の為減免

大島　亘
ｵﾝﾗｲﾝ学生祭撮影

共同通信社
共同通信社『拝見ｽﾎﾟｰﾂのお宝』取材　※報道の為減免

㈱ぶらんとﾏｶﾞｼﾞﾝ社
『HO』記事取材

(一財)さっぽろ産業振興財団
競技場周知の為の360度撮影

TVhﾃﾚﾋﾞ北海道
第32回TVｈ杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

㈱三新
J:COM特番撮影

㈲ｱｲﾚｰﾀﾞｰﾌﾙﾛｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ
TBS『ﾊﾞﾅﾅﾏﾝのせっかくｸﾞﾙﾒ!!』撮影

北海道新聞
札幌市ﾎｽﾄﾀｳﾝPR展取材　※報道の為減免

さっぽろ雪まつり実行委員会
ｵﾝﾗｲﾝさっぽろ雪まつり花火打上配信

さっぽろ雪まつり実行委員会(報道各社申請分)
ｵﾝﾗｲﾝさっぽろ雪まつり花火打上配信　※報道の為減免

㈱秋吉
『夢たびﾊﾞｰﾁｬﾙ旅行』撮影

時事通信社
雪まつり取材　※報道の為減免

㈱ｲﾝｻｲﾄ
石狩振興局『いしかり観光ｽﾀｲﾙ』撮影

HBC北海道放送
ｵﾝﾗｲﾝさっぽろ雪まつり撮影　※報道の為減免

(一社)札幌観光協会
ｵﾝﾗｲﾝさっぽろ雪まつり撮影　※報道の為減免

HBC北海道放送
第62回雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ杯全日本ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

使用者等



（単位：円）

利用日 減免割合 利用料金収入

9月1日 5割減免 112,780

10月31日 - 37,200

11月3日 - 31,000

1月10日 - 39,060

1月11日 - 39,060

1月30日 - 45,260

2月11日 - 78,120

2月13日 - 31,000

3月7日 10割減免 0

3月20日 - 24,800

計 438,280

438,280

325,500

場内（その他） 0

競技場以外
 112,780

第32回TVｈ杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

第92回宮様ｽｷｰ大会ﾗｰｼﾞﾋﾙ

第22回伊藤杯ｼｰｽﾞﾝﾌｧｲﾅﾙ大倉山ﾅｲﾀｰｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

大型映像車利用料金収入合計

内
　
訳

場内（ジャンプ）

第33回UHB杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

第62回NHK杯ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

第60回STVｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会

第63回HBCｶｯﾌﾟｼﾞｬﾝﾌﾟ競技会

第48回HTBｶｯﾌﾟｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ競技大会

第62回雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ杯全日本ｼﾞｬﾝﾌﾟ大会

７　大型映像車利用料金（使用料）関係

行　　　事　　　名

札幌市総合防災訓練（札幌市北区市民部総務企画課）



① 展望台リフト特別夜間営業

　　日本新三大夜景に認定されている札幌の夜景を大倉山山頂からも楽しんでもらうべく、期間限定で展望台リフトの
特別夜間営業を実施した。

１．内容 大倉山展望台リフト特別夜間営業
※期間（2）においては、無料開放を併せて実施。詳細は下記③のとおり。

２．期間 （1）令和2年6月5日（金）～令和2年7月31日（金） 18：00～21：00
（2）令和2年8月1日（土）～令和2年8月31日（月） 18：00～21：00
（3）令和2年9月1日（火）～令和2年10月31日（土） 18：00～21：00

３．利用者数 （1）1,040名 ※有料人員（チケット販売枚数）の実績による
（2）14,900名 ※無料利用券の発行実績による
（3）2,739名 ※有料人員（チケット販売枚数）の実績による

② 札幌オリンピックミュージアム特別夜間営業
　　　特別夜間営業を実施していた大倉山展望台リフトと併せてお楽しみいただけるよう、札幌オリンピックミュージアムも
　 期間限定で営業時間を延長し、特別夜間営業を実施した。

１．内容 札幌オリンピックミュージアム特別夜間営業
※期間（2）、（3）においては無料開放を併せて実施。詳細は下記③のとおり。

２．期間 （1）令和2年7月23日（土）～令和2年7月31日（金） 18：00～20：00
（2）令和2年8月1日（土）～6日（木）、20日（木）、
　　　 　　　　23日（日）～26日（水）、29日（土）～31日（月） 18：00～20：00
（3）令和2年8月7日（金）～19 日（月）、21日（金）、22日（土）、
　　　　　　 　27日（木）、28日（金） 18：00～20：30 

３．利用者数 （1）64名 ※有料人員（チケット販売枚数）の実績による
（2）及び（3）7,258名 ※入館時カウント実績による

③ さぁ!まわろうSAPPORO～見どころ施設無料化月間～

　　　　   さっぽろ雪まつり開催にあわせ市民及び観光客へジャンプ台を活用した様々な体験を通して「冬の北海道」の　　　札幌市の観光地や文化施設など10カ所を無料で利用できるキャンペーン。
　　　

１．内容 （1） 大倉山展望台リフト無料開放
　　　　※夜間営業も併せて実施。詳細は上記①のとおり。
（2） 札幌オリンピックミュージアム無料開放
　　　　※夜間営業も併せて実施。詳細は上記②のとおり。

２．期間 令和2年8月1日（日）～令和2年8月31日（火）　

３．利用者数 （1）145,913名
（2）40,318名 ※入館時カウント実績による

令和２年度　集客イベント実績 別紙 ４



④

　　ミュージアムを見て回って謎を解いていく「謎解き」を実施した。ミュージアム館内に4つの謎解きパネルを設置し、
　　展示物を見て解く問題を設定し、アミューズメント性を持たせたオリンピックの教育と理解の場を提供した。
　　正解者には札幌市オリジナル缶バッジを贈呈した。

１．内容 謎解きラリー

２．期間 令和2年8月１日（日）～8月31日（火）
　　※コロナウイルス感染症対策による入館制限のため、8月11日以降は21・24日を除き開催中止。

３．利用者数 103名

⑤

　 ゲームを通じてスポーツの魅力を知ってもらう「eスポーツ」を実施した。ゲームは、４人まで同時プレイ可で、
　 雪合戦で戦う『白熱！雪合戦e-Sports』を採用した。

１．内容 白熱！雪合戦e-Sports

２．期間 令和2年8月8日（土）～8月16日（日）
　　※コロナウイルス感染症対策による入館制限のため、8月9・10・12～15日は開催を中止。

３．利用者数 116名

⑥
　　秋の行楽シーズンに向けてより多くの市民・道民向けに、日本新三大夜景に選ばれた札幌の夜景や
　美しい紅葉を楽しんでいただくための施設利用料割引キャンペーン。１０月末までの期間限定で実施。

１．内容 札幌市民、北海道民向け期間限定施設利用料割引キャンペーン

２．期間 令和2年9月19日（土）～10月31日（土）

３．利用者数 10,007名 ※有料人員（チケット販売枚数）の実績による

⑦

 　図るもの。

１．内容 札幌市共生社会ホストタウンの取り組みを紹介するパネル展示やウクライナとの交流映像、
ゴールボール競技の動画の放映

２．期間 令和3年2月20日（土）～3月31日（水）
　※4月9日（金）～12日（月）を除き4月1日（木）～6月30日（水）まで展示期間を延長。

３．観覧人数 3,536名 ※入館時カウント実績による

札幌市共生社会ホストタウンの取組みにかかるPR展示
 　　 札幌市がウクライナの「共生社会ホストタウン」として、東京2020における事前合宿を受け入れることとしている
 　ウクライナ男子ゴールボールチームと札幌市民との交流について紹介し、事前合宿受け入れに向けた機運醸成を

謎解きラリー
 　　　下記⑤と併せて、８月無料化月間に合わせて、よりお客様に楽しんでいただくために開催したイベント。

e-スポーツ体験イベント　 e-K!DS
 　　　上記④と併せて、８月無料化月間に合わせて、よりお客様に楽しんでいただくために開催したイベント。

市民・道民秋割キャンペーン



企画名 開催時期 内容 備考 開催場所

1

謎解きラリー 8月1日～31日 ミュージアムを見て回って館内に
設置された４つ謎を解いていく
「謎解き」を実施。

さっぽろグローバルスポーツコ
ミッション主催。コロナウイルス感
染症対策による入館制限のた
め、8月11日以降は21・24日を除
き開催中止。

ミュージアム1階・2階展示室

2

e-スポーツ体験イベント　 e-K!DS 8月8日～16日 ゲームを通じてスポーツの魅力を
知ってもらう「白熱！雪合戦e-
Sports」を実施。（４人まで同時プ
レイ可。大型スクリーンで観戦。）

さっぽろグローバルスポーツコ
ミッション主催。コロナウイルス感
染症対策による入館制限のた
め、8月9・10・12～15日は開催を
中止。

ミュージアム1階シアター内

3

大倉山・宮の森ジャンプ競技場往復ノルディック
ウォーキング

10月17日 ノルディックウォーキングで大倉
山と宮の森の２つのジャンプ台を
往復。

講師は阿部館長と日本ノルディッ
クウォーキング協会マスタート
レーナーの卓田由紀子氏。

ミュージアム1階ホールに集合・
出発。宮の森ジャンプ競技場を経
由して大倉山ジャンプ競技場に
戻る4㎞と6㎞の２ルート

4

札幌市共生社会ホストタウンの取組みにかかるPR
展示

2月20日～3月31日 札幌市共生社会ホストタウンの
取り組みを紹介するパネル展示
やウクライナとの交流映像、ゴー
ルボール競技の動画の放映。

4月9～12日を除き、4月1日～6月
30日まで期間延長して展示。札
幌市スポーツ局東京オリンピッ
ク・パラリンピック担当課主催。

ミュージアム1階特別展示コー
ナー

令和2年度年間行事（令和2年4月1日～令和3年3月31日）


